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通常の測地ＶＬＢＩは数分の積分時間を想定した観測であり、相関処理データのフリンジサーチにおいても１次の位相変動分
をサーチするだけで十分であった。しかしながら、微弱な電波源に対して信号検出を目的とした数１０分以上の観測を行った
場合、位相の２次以上の変動成分の影響により長時間積分が困難となる場合がある。そこで、従来のフリンジサーチに２次
の位相変動までのサーチ機能を追加した結果、３０分以上の積分が可能になった。実際に信号強度が極端に弱くなる時期
の「のぞみ」探査体に対して２次サーチを適用したところ、従来のサーチ方法では検出できなかったフリンジを検出すること
に成功し、２次サーチの有効性が確かめられた。
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「のぞみ」を鹿島ー臼田基線で３０分に亘って観測した例

L&&&&&& +∆+∆+∆+∆=∆ 3
6
12

2
1

0)( ttttg τττττ

)2()( θτπ += gfi
ayax

v
xy eTTfC

クロススペクトルクロススペクトル

f

T
T

xy

ay

ax

φφθ −=

ここで

Ｘ局Ｘ局Ｘ局Ｘ局 Ｙ局Ｙ局Ｙ局Ｙ局

gτ
Ｘ局受信電波強度

Ｙ局受信電波強度

局発位相差等

ＲＦベースバンド周波数

ビデオ周波数

vfff += 0

ＲＦ周波数

)(tgτ相関処理は の予測値を用いて行う
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フリンジサーチフリンジサーチ
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τ∆ 周波数方向への位相回転を引き起こす

τ∆ & 時間方向への位相回転を引き起こす

通常のフリンジサーチ（粗決定サーチ）通常のフリンジサーチ（粗決定サーチ）

相関器出力（複素相互相関関数）＝＝＝＞ビデオクロススペクトル
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ビデオ帯域内で　　　　時間方向に　　　　の補正を行い
積分をすると、

τ∆ τ∆ &

v
jfここで　　　：ビデオ帯域内の指標 j に対応する周波数
nf0 ：n-ｃｈのＲＦ周波数 t∆ ：時間方向の間隔
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粗決定サーチ関数

),( τ∆τ∆ &F を最大化する

τ∆ τ∆ &， を求めるのが粗決定サーチ
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ところで、

は、 τ∆ τ∆ &nf0および に関して二次元フーリエ変換の式

粗決定サーチ関数例粗決定サーチ関数例

フリンジサーチ（２次）フリンジサーチ（２次）
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ビデオ帯域内で　　　　時間方向に　　　および　　　の
補正を行い積分をすると、
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を求めれば良いτ∆ τ∆ &， τ&&∆，

具体的計算方法具体的計算方法
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１．ビデオクロススペクトルに　　　の補正を最初に行うτ&&∆

２． 　　　　　　　に対して通常のフリンジサーチを行い　),,( kjnSv′ ),( τ∆τ∆ &F
の最大値　　　　　　　および　その時の τ∆ τ∆ &， を得る)(max τ&&∆F

３．　　　を少しずつ変えながら１，２を繰り返しτ&&∆ )(max τ&&∆F を最大化する

τ&&∆ および　その時の τ∆ τ∆ &， を得る

２次フリンジサーチ２次フリンジサーチ

１８００秒

位相

強度

ＳＮＲ＝１３．９

まとめまとめ

２００３年１月２３日　　鹿島３４－臼田６４

ＳＮＲ（信号対雑音比）が改善ＳＮＲ（信号対雑音比）が改善

従来（１次）フリンジサーチ従来（１次）フリンジサーチ
フリンジ位相の２次以上の変動フリンジ位相の２次以上の変動

★　２次位相変動までサーチするフリンジサー★　２次位相変動までサーチするフリンジサー
　　ーチプログラムを開発した　　ーチプログラムを開発した

★　「のぞみ」ＶＬＢＩ観測の３０分積分に適用★　「のぞみ」ＶＬＢＩ観測の３０分積分に適用

　　し有効性が確かめられた　　し有効性が確かめられた

★　微弱電波源の検出を目的とした観測に★　微弱電波源の検出を目的とした観測に

　　威力を発揮すると期待される　　威力を発揮すると期待される

サーチ結果τ&&∆

サーチ結果τ&&∆


